

　別記様式第１号（第５条及び第６条関係）
	学位記番号
	※大学で記入


博士論文のインターネット公表（大学機関リポジトリ掲載）に関する申出書
平成　　年　　月　　日
首都大学東京大学院　　　　　研究科長　殿
首都大学東京学術情報基盤センター長　殿
	学位の区分：　 課程 ・ 論文 
	学位の種類：　博士（　　　　　　　）

	ふりがな
氏　　名
	

	学位授与日
	平成　　年　　月　　日（予定）

	論文題名
	

	学位取得後
の連絡先
	住所：〒
Tel：　　　　　　　　　　　Email：


※以下の□にチェックしてください。また必要箇所には記入してください。
※副論文がある場合には、副論文1件ごとに、別記様式第1号（この書類と同じ書類）を別途提出してください。その際には、副論文であることがわかるように明記してください。
□【全文の公表】
私が執筆した博士論文（全文）について、インターネット公表に関する権利関係を確認した結果、平成　　年　　月　　日（学位授与後１年以内）までに公表することに問題はありません。
□【要約の公表希望】
私が執筆した博士論文（全文）について、下記事由のため、インターネットでの公表ができません。つきましては、要約での公表を希望します。
　　（要約での博士論文公表を希望する場合は、次頁の保留事由を記入してください。）
（※以下の□にチェックしてください。また必要箇所には記入してください。）
	項目
	保留事由

	□インターネット公表ができない内容を含む
	□立体形状による表現等を含むため、インターネット公表ができない。

	
	□著作権保護、個人情報保護等の理由により、インターネット公表ができない。

	□図書出版又は学術誌等への掲載
	出版・掲載済み（又は出版・掲載予定【平成　　年　　月予定】）で
出版社に確認した結果、
□　　　年　　月　　　日以降は公表可能
□公表可能時期は未定
⇒下の「出版又は掲載状況」に、詳細をご記入ください。

	□特許・実用
　新案出願

	□特許出願予定又は審査中（出願公開前）
 　　　年　　月　　　日以降は公表可能

	
	□実用新案出願予定又は審査中
 　　　年　　月　　　日以降は公表可能

	□その他の
事由
	（具体的な事由を記載してください）
□　　　年　　月　　　日以降は公表可能
□公表可能時期は未定



※上記事由の消滅、変更が生じた場合は、「博士論文のインターネット公表（大学機関リポジトリ掲載）に関する申出書記載事項変更届」（別記様式第２号）を各研究科を通じて学術情報基盤センター（図書館本館、日野館又は荒川館）までご提出ください。公表可能日が記載されている場合は、特に連絡がない限り、その日以降にすみやかに公開をします。
※インターネットで公開しないことが承認された場合でも、全文の閲覧を希望する者があれば、原則として大学は図書館に収蔵する博士論文（印刷したもの）により全文を閲覧に供します。
なお、図書館に収蔵する博士論文（印刷したもの）について、秘匿処理が必要な場合 又は 
閲覧に不都合がある場合は、学術情報基盤センターまでご相談ください。
【出版又は掲載状況】
	題　　　　　名
	

	出版又は掲載日
	年　　　月　　　日
	出版物等の種類
	

	出版物等の名称
	

	出版社等の名称
	

	
	


